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マスト ト．ンのエナメル質について

小沢幸重＊＊

1．はじめに 辰い領域である。エナメル小柱の幅は，約6解で
筆者は，歯の組織における動物分類をめざして あり, mlep唾属の約7鯉よりやや小さいが，井
いる。そのなかで，長鼻類においては，皿ephaS 尻・川井(1948)のBunolophodonsp. とほぼ同じ
属のエナメル小柱の横断形態が，弧門形以外に， 値であった。しかし, Bunolomlodonsp. に観察
特異的といえる「イチョウの葉形」があることを されている「六角形，あるいはそれに類似する変
指摘した（小沢， 1974)。この特異的なエナメル 形」（井尻。川井， 1948)のエナメル小柱は，今
小柱は，長鼻類の歴史のなかで，いつどのように 回認められ丘かつたbこの点は，さらに多くの
して出現したのであろうかo Lstodonの種類を，今後検討する必要があろう。
これを明らかにするには，化石長鼻類のエナメ 玄た，皿ephas属に特異的な「イチョウの葉形」
ル質を詳細に観察し，検討し左ければならない。 のエナメル小柱も認められなかった。しかし， と
しかし，化石長鼻類，わけても皿ephas属以外の ころどころにエナメル小柱の体の先端がへこんだ

種類については報告がすぐなく，井尻・川無1948）形のもの（第1図）が，観察された。これは，
によるものが唯一といってもよいく．らいである。 皿ephaS属の「イチョウの葉形」のエナメル小柱
しかしながら，彼らの報告においてさえも,Mas－ の体の先端が凹む特徴とよく似ている。この特徴
tmOnの種類はBunolophodOnSp."2標本のみで は, Trilophodonsp.の臼歯においてはたん厳る
ある。 ひとつの変異とみられるが，歴史的に考えると
そこで筆者は, TrilophodQpsp.の第3大臼歯 「イチョウの葉形」の先駆的辰エナメル小柱とい
のエナメル質を観察した結果, Bunolophodonsp. うことができよう。
や皿epbas属のエナメル小柱の形と著しい違いが 中層エナメル質はひろく，エナメル小柱周囲に

あることが明らかになったので報告する。 は壁状の構造が残っていて，エナメル小柱をくっ
きりと形づくっている。拡大して観察すると，エ

2．方法および結果 ナ･メル小柱周囲の壁状構造物,の中に，溝と辰った
試料の臼歯のエナメル質を，臼歯に対して水平電顕的小柱鞘が観察される（第2図)｡電顕的小
断面と矢状断面を切り出し，研磨した。仕上の研柱鞘の溝は，狭い。

磨材は,7－アルミナ粉をもちいて，布のうえで 結晶は明瞭に観察され， とくに壁状の部分では，
仕上げた。その後，エナメル質を0.5妬の希塩酸 エナメル小柱の体や尾よりも，密に配列している
で1 0秒間腐蝕し，アルコール脱水°乾燥後，金 ととが認められる。
蒸着を200Xの厚さにおと厳って，走査型電子顕

微鏡で観察した。 3． おわりに

エナメル小柱の横断形（第1図）は，霊長類履 "ilophodonsp.に観察された弧門形エナメル

どに類似した弧門形であった。小柱間エナメル質 小柱は，霊長類やバク辰どにも観察され(SHOB-
は，エナメル小柱の尾の部位に相当し，著しく少 USAWA,1952),これがどのよう底意味を持つの

かは，今後の課題として残った。

*OnthennamelofahbstodonMolarTee･bh. しかし, Mastodonの臼歯の肉眼解剖学的特徴
**YUKISHIGE KOZAWA,日本大学松戸歯学部 は, 2つの傾向がある。
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第2図強拡大したエナメル小柱

壁状の構造の中に，電顕的小柱鞘の溝（矢印）

があり，エナメル小柱を形づくっている。また，

壁状の部分の結晶が密に配列している。

第1図エナメル小柱の横断形

ほとんどのエナメル小柱は弧門形であるが， と

ころどころに体の先端がへこんだエナメル小柱

（矢印）がある。

申しあげる。ひとつは，大型となり，咬頭が頬舌的に配列す

るような，皿ephasとしての新しい形質である。

さらにもうひとつは，咬頭ひとつひとつが明瞭で

あり，歯冠高もさほど高く底いという, yoer4-

･bheri皿から由来した古い形質である。このどち

らの形質が，組織に影響を与えているのか， また

は逆に与えられているか，さらに両者には相関関

係が辰いのか，今後さらに検討を加えねばならな

い。

しかし，霊長類にちかい弧門形のエナメル小柱

は，皿ednasにおいても多少観察されるところか

ら，すくなくとも古い形質に属するものであろう

と考えられる。

報文を検討していただいた井尻正二会員に御礼
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